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 要  旨 
 
技術の発達により，オーディオ信号処理の分野では新しいフォーマットや符
号化方式についての関心が高まりつつある．ディジタルオーディオの代表とし
てCD（Compact Disc）が挙げられるが，そのフォーマットの限界がここ数年議
論されてきた．近年オーディオ信号処理の分野では，量子化ノイズを減少させ
るためにΣ⊿変調を用いた1ビットディジタルフィルタが種々示され，次世代
のメディアであるSACD（Super Audio CD）が開発された．SACDに採用されたDSD
（Direct Stream Digital）方式は音声信号の大小を1ビットのディジタルパル
スの密度により表現する方式である． 
DSD方式のメリットは，回路構成がとてもシンプルに実現できることである． 
従来のCDに用いられているPCM方式ではA/D，D/A変換の際に間引き処理や補間
処理といった工程があり，そこで原音との誤差が生じてしまう．PCM方式の代
わりにシンプルな回路構成のDSD方式を用いることで，より原音に近い波形を
再生することが可能となった． 
原音に近い音を保ちつつ自分の好きなように音調をチューニングする多種
多様なイコライザの機能が使えるようになれば，多くの人々がより良い音質の
音楽を楽しめる時が来るだろうと考えられる．そこでSACDのフォーマットであ
るDSD方式を用いてアナログ信号を1ビット信号に変換し，直接その1ビット信
号に対し，イコライザなどのオーディオ信号処理機能を有するオーディオフィ
ルタを設計しディジタル信号処理を行なう．SACDの特質である良い音質を保ち
つつ，またシンプルな回路システムを損なうことなくオーディオ信号処理を実
現することを目的とする． 
本研究では，フィードバック制御系設計法である新しい2自由度制御法を適
用して，オーディオ用1ビットディジタルフィルタを設計する．これをDSPに実
装し，1ビットフィルタを実現する．また，MATLABを用いて行なったシミュレ
ーションの結果と，DSPを用いて行なった実験の結果を比較し考察する． 
 
